
地球環境や人、社会、地域に配慮していこう！
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「Eco列車でいこう！」～第19８回～ 「横浜さんぽ」と「湘南サイクリング」

（CO2排出量の少ない交通機関での旅行や、心が豊かになるような旅行を紹介するコーナーです！）

　4月１１日（土）。今回は妻との２人旅。上越新幹線、東海道線、京浜東北線を乗り継いで、10時前に「桜木町」で下

車。駅を出ると頭上に「都市型ロープウェイ」（エアキャビン）が走っている。周辺には高層ビルも多いが、水辺が広

いので解放感がある。１４時試合開始のプロ野球公式戦「横浜DeNAvs広島」まで散歩する。この時期、横浜市内で

は「ガーデンネックレス」というイベントを開催中で、どこもかしこも花盛りだ。

　赤レンガ倉庫・山下公園・元町の商店街を通って、中華街へ。知り合いの広島ファンご夫妻と合流して、カジュア

ルな四川料理のランチ。もちろんビールも飲んだ。野球場では分かれて、おのおの贔屓のチームを応援した。

　横浜DeNAが４-３で辛勝。気持ちよく江ノ島地区にあるホテルに向かった。

　「せっかくだから江ノ島らしいところで食事を。」ということで、妻一押しのハワイアンダイナーでディナータイ

ム。テラス席でガーリックシュリンプを食べながら、ビールを酌み交わした。

　翌朝、江ノ島を散歩する。日中はごった返す参道も人影はまばらだ。島の裏側に足を伸ばせば、観光客は皆無。地

元住民とすれ違い、日常の江ノ島に出会えた。島を離れて片瀬海岸にも行ってみると、見たことのないくらいサー

ファーだらけで壮観だった。子供から高齢者まで、おのおのが波と戯れている。

　ホテルでの朝食の後、レンタサイクルで約１２ｋｍ先の「葉山マリーナ」を目指す。「HELLO CYCLING」という

アプリをダウンロードすれば、電動自転車を３０分１６０円で借りることができる。左に江ノ電、右に湘南の海と

いう贅沢なロケーション。電動なので、足取りも軽く快適なサイクリング。途中、鎌倉市内の直売所で「生しらす」を

購入。逗子海岸では、石原慎太郎氏の「太陽の季節記念碑」を見学し、約２時間で葉山マリーナに到着した。

　心地よい疲労感と、最高の天気、さわやかな風。さっそく喉を潤したい。

　マリーナ内の「マーロウ」のテラス席で、大きなプリンを２人でシェアし、昼ビールを楽しむ。逗子駅までサイク

リングする予定だったが、バスに変更することにし、ヨットを見ながらのんびりと時間を過ごした。

　逗子駅前の寿司屋で「握りランチ」の昼食。「ランチ生ビール400円」のPOPに惹かれて、また一杯。

　東京駅では、新幹線まで時間を利用して、丸の内の商業施設「KITTE」を散策した。帰宅後の夕食は、「生しらすと

釜揚げしらすの２色丼」。湘南の味を堪能し、またビールを飲んだ。

色とりどりのお花と赤レンガ倉庫　　　　　 熱気冷めやらぬベイスターファン　　　   「マーロウ」のプリンは固めで濃厚だった　

  

   　 

気温と春衣替え　
　今年の桜も見頃が終わり暖かな日が多くなりました。とはいえ朝晩の冷え込みや日によって気温が違う
ので、毎日の着る服は迷うところです。そんな春の衣替えは一気にやらずに２～３週間の移行期間を設けて
日付より「気温」で考えて少しずつ進めると失敗しにくいようです。
　気温のめやすとしては、最高気温が１５℃前後が続いたら厚手の冬物から順次しまい、１５～１８℃前後
で冬ニットや裏起毛などを減らして薄手のニットなど春物中心に切り替えます。２０℃以上の日が増えて
きたらシャツやカーディガンなど春～初夏の服装にすると良いでしょう。また急な寒暖差に備えて、調整で
きる羽織物を１～２枚残しておくと安心です。
　しまう前には見た目がキレイでも汗や皮脂が残っていると、黄ばみや虫食いの原因に
なるので必ずクリーニングに出すか洗って完全に乾かしてから収納しましょう。洗えな
いものはブラッシングや陰干しをして、湿気とニオイを飛ばしてしまいましょう。
　また、衣替えを期に着ていなかった服を見直すこともおススメです。サイズや好みが
合わない、シミや毛玉が目立つ物をリサイクルしたり手放して収納をスッキリさせましょう！
　


